
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標
１．人体の構造および人体の各器官系統を知り、その働きの意味が理解できる。
２．健康に及ぼす病因と病変の特徴を理解できる。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．解剖生理学のための基礎知識
２．病理学で学ぶこと
３．細胞・組織の損傷と修復、炎症
４．免疫、移植と再生医療
５．感染症
６．循環障害
７．代謝障害
８．老化と死
９．先天異常と遺伝性疾患
10．腫瘍
11．生活習慣と環境因子による生体の障害

【テキスト／参考文献】

医学書院　系統看護学講座　専門基礎分野　人体の構造と機能[1]解剖生理学
医学書院　系統看護学講座　専門基礎分野　疾病の成り立ちと回復の促進[1]病理学

【評価】

外部講師

分野 専門基礎分野 科目名 病態生理学概論

時間 15時間 開講時期 1年次（前期）


